




要約:神奈川県先天異常モニタリングブログラム(KAMP)では、神奈川県内出産のほぼ半数

の出産児を対象に、人ロベースの先天異常モニタリングを継続実施している。1981 年か

ら 1997 年までの 16 年間の観察児総数は 69 万人で、観察児数は年間 4 万人と安定した推

移を示したが、1995～1997 年は漸減した。奇形発生頻度は 1%前後で推移したが、これも

1990 年以降は漸減傾向を示している。個々の奇形発生に統計的有意な変動は一部の奇形

を除いて認められなっかたことから、新しい強力な催奇形因子の生活環境への導人はなか

ったものと推定した。画像診断など出生前診断の進歩・普及により、無脳症、水頭症、脳

瘤等の中枢神経系奇形は激減した。

また、遅滞の無い定時報告が、モニタリング精度を高く維持する決め手であることもわか

った。

先天異常モニタリングは今後も環境監視機構の一つとして継続することか大切である。


